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午後２時００分開会  

【秋山都市整備部次長】  それでは定刻でございますので、ただ

いまから府中市都市計画審議会を開催していただきたいと存じま

す。  

 開会に先立ちまして、久保都市整備部長よりご挨拶を申しあげ

ます。  

【久保都市整備部長】  委員の皆様、こんにちは。本日は、大変

お忙しい中、ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。  

 本日の案件は、まず、審議事項といたしまして、生産緑地地区

の変更、若松町二丁目地区の地区計画の原案の２件、次に、報告

事項として、景観法の施行により、本市の新たな取り組みとなり

ます景観計画の策定、そして東京都が施行します都市計画道路

３・２・２の２号東京八王子線の建設事業の２件、以上４件でご

ざいます。よろしくご審議を賜りますようお願いを申しあげまし

て、ご挨拶とさせていただきます。  

 どうぞよろしくお願いいたします。  

【秋山都市整備部次長】  それでは、○○会長、よろしくお願い

いたします。  

【議長】  皆さん、こんにちは。久しぶりでお天気になったわけ

でございますが、しばらくの間、お天気が続くとの予報でござい

ます。  

 それでは、座らさせていただきまして、本題に入りたいと思い

ます。  

 それでは、ただいまから会議を開催いたしますが、本日の委員

の方々の出欠状況でございますが、公務のため、○○委員、○○
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委員、○○委員、○○委員、４名の方が欠席との連絡が入ってお

ります。また、業務のため、手塚委員が少々遅れるということで

ございます。  

 会議の開催可否でございますが、定足数に達しておりますので、

これから始めたいと思います。  

 次に、本日の会議の議事録署名人についてを決めたいと思いま

すが、府中市都市計画審議会運営規則第１３条第２項に、議事録

には議長及び議長が指名する委員が署名すると規定されておりま

すので、私のほうから指名させていただいてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声）  

【議長】  それでは、本日の署名人につきましては、議席番号３

番の○○委員さん、そして議席番号４番の○○委員さん、お二人

にお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

（「異議なし」の声）  

【議長】  それでは、議事日程に従いまして進めたいと思います

が、本日、審議事項が２件ございます。議案の説明の後、ご意見、

ご討議をいただき、最後に採決という順序で進めたいと思います

ので、どうかよろしくお願いいたします。  

それでは、お手元の資料に基づきまして、日程第１、第１号議

案、府中都市計画生産緑地地区の変更を議題といたしたいと思い

ますので、議案の説明をよろしくお願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  それでは、ただいま議題とな

りました第１号議案、府中都市計画生産緑地地区の変更につきま

してご説明いたします。  

 本件につきましては、生産緑地の機能を維持することが困難と

 4



なった生産緑地地区の一部または全部を廃止するもの、及び適正

に管理されている農地について、生産緑地地区の指定を行うもの

でございます。  

 なお、本都市計画決定につきましては、府中市が決定する都市

計画でございます。  

 第１号議案、資料の１ページをお開きください。第１の種類及

び面積でございますが、生産緑地地区の削除及び追加後の全体面

積は、約１１３．６７ヘクタールでございます。  

 第２の削除のみを行う位置及び区域でございますが、農業従事

者の死亡により農業に従事することができなくなったため、本年

６月末までに生産緑地法の規定に基づき生産緑地の買取りの申出

のあった３件について、生産緑地地区を廃止するもので、削除面

積は約６，５４０平方メートルでございます。  

 削除理由は、下段にお示しの買取り申出に伴う行為制限の解除

により、生産緑地の機能を維持することが困難となった生産緑地

地区の一部を廃止するものでございます。  

 第３の追加のみを行う位置及び区域でございますが、市街化区

域内農地のうち、良好な生活環境の確保や、公共施設等の施設の

用に供する土地として適している生産緑地地区について、本年５

月末までに生産緑地地区の申請のあった区域を生産緑地地区とし

て追加指定するものでございます。  

 なお、追加指定に当たりましては、本年７月２４日開催の農業

委員会で、生産緑地として適正であるとの了承をいただいており

ます。  

 今回の追加は７件、面積は約５，２９０平方メートルでござい
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ます。追加理由は、農業との調整を図り、良好な都市環境の形成

に資するため、市街化区域内において適正に管理されている農地

等を指定するものでございます。  

 ２ページをお開きください。新旧対照表でございますが、削除

及び追加する地区の面積と位置につきまして、変更前と変更後を

一覧表にまとめたものでございます。  

 表下段の変更概要でございますが、１の位置の変更は、新旧対

照表のとおりです。  

 ２の区域の変更は、計画図により、後ほどご説明いたします。  

 ３の面積の変更は、地区数が４８２地区から４８３地区で、１

地区の増となります。また、府中市全体の生産緑地地区の面積は

約１１３．７９ヘクタールから約１１３．６７ヘクタールとなり、

約０．１２ヘクタールの減となります。  

 なお、本件の都市計画変更案につきましては、本年９月２０日

付で東京都知事の同意を得ております。  

 また、都市計画法第１７条の規定に基づき、本年１０月２２日

から１１月５日までの２週間、公告縦覧を行いましたが、意見書

の提出はございませんでした。  

変更の詳細につきましては、担当主査よりご説明させていただ

きます。  

【議長】  はい、お願いいたします。  

【浅野地域まちづくり担当主査】  それでは、府中都市計画生産

緑地地区の個々の変更について、パソコンを使いましてご説明さ

せていただきます。前方のスクリーンをご覧ください。スクリー

ンの画面は、お手元の資料の３ページ以降の計画図と一緒のもの
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となっております。  

 なお、計画図の表示は、緑の塗りつぶし部分が追加する区域、

赤の塗りつぶし部分が削除する区域となりまして、上が北方向と

なっております。  

 番号２２、地区名、朝日町、位置は市立朝日体育館の南、西武

多摩川線の東側に位置し、地区の一部、約１，１１０平方メート

ルを追加するものです。  

 ４ページをお願いいたします。番号４９、地区名、白糸台、位

置は市立第九中学校の北東、西武多摩川線の北側に位置し、地区

の一部、約５４０平方メートルを追加するものです。  

 続きまして、番号５６２、地区名、小柳町、位置は、市立第九

中学校の北側に位置し、地区の全部、約６２０平方メートルを追

加するものです。  

 ５ページをご覧ください。計画図下側、番号１８０、地区名、

若松町、位置は、浅間山通りと人見街道の交差点の南西に位置し、

平成１９年１月３０日に、主たる従事者の死亡により買取りの申

出がなされたもので、地区の一部、約７８０平方メートルを削除

するものです。  

 番号１９２、地区名、若松町、位置は、若松町郵便局の西に位

置しております２カ所になりますが、平成１８年１２月１９日に

主たる従事者の死亡により、買取りの申出がなされたもので、地

区の一部、約３，１３０平方メートルを削除するものです。  

 なお、この２カ所のうち、右側の若松町郵便局側の削除により、

残りの地区の一部が５００平方メートルを割ってしまいますが、

地区番号１８７に合算することによって、削除の対象にはなりま
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せん。  

 ６ページをご覧ください。番号１８９、地区名、若松町、位置

は生涯学習センターの南東に位置し、地区の一部、約２１０平方

メートルを追加するものです。１８９地区の北側部分の細い部分

になります。  

 ７ページをご覧ください。番号２０４、地区名、浅間町、位置

は小金井街道と学園通りの交差点の北東に位置し、平成１９年３

月２８日に、主たる従事者の死亡により買取りの申出がなされた

もので、地区の全部、約２，６３０平方メートルを削除するもの

です。  

 ８ページをご覧ください。計画図中央、番号３０６、地区名、

南町、位置は多少わかりづらいですが、都市計画道路３・４・３

号の線形に入っている部分で、ヘラブナセンターの東側に隣接し、

地区の一部、約１１０平方メートルを追加するものです。  

 続きまして、番号５６１、地区名、南町、先ほどの３０６地区

の南側に位置し、道路を挟みますが、地区の全部、約２，３５０

平方メートルを追加するものです。  

 ９ページをご覧ください。番号４６６、地区名、日新町、位置

は都立府中西高校の南側に位置し、地区の一部、約３５０平方メ

ートルを追加するものです。  

 以上で、府中都市計画生産緑地地区の都市計画の変更について

説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。  

【議長】  ただいま議案の説明を終わりましたが、これから審議

に入りますが、まず、ご質問だとか、わからないというようなと

ころがございましたら、お受けしたいと思いますが、ご質問等ご
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ざいませんでしょうか。はい、○○委員さん。  

【委員】  生産緑地というのは、農地を残すための重要な施策だ

というふうに考えておりますし、府中市も、平成１７年に作成さ

れた「府中農業振興計画」においても、それが言及されていると。

そういった意味で、そういう立場に立って質問させていただきた

いと思いますけれども、まず削除された３件ですけれども、それ

について、生産緑地法に書いてある希望者への斡旋ということを

やったかどうかということが１点でございます。  

 ２番目は、ちょっと基本的な質問で申しわけないのですけれど

も、先ほど説明がございました番号５６１、割合と広い道路を挟

んで二つあるところでございます。地区計画図の８ページでござ

いますけれども、道路を挟んで二つあって、それぞれの面積を見

ると、生産緑地法でいう広さに該当していると、指定要件に合っ

ていると思うのですけれども、これを一団として番号５６１で認

めるというのは、どういうお考えなのかなということです。それ

は生産緑地の指定の仕方とか、後で出てくる分割の仕方、これと

関連するので、この辺を一つにした、一団のものとしたというこ

とがどういうことかということを、お教えいただきたいと思いま

す。  

 それから３点目ですけれども、番号１９２から１８７に分割し

たところ。先ほど説明がございましたように、この分割によって

その地域は４５０平方メートルですから、生産緑地の５００平方

メートルと比べると、指定要件を欠いているわけですけれども、

極めて細い道路ですから、それで番号１８７に指定したのだと思

うのですけれども、頭の整理として聞きたいのですけれども、分
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割というふうになっておりますけれども、これは、いわば番号   

１８７の再指定というのでしょうか、追加的というふうに考えて

いいのか。その整理としてこういうふうにやったかどうか。  

 その３点について、お教えいただければと思います。  

【議長】  以上、３点のご質問だそうですが、お答えをお願いし

ます。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  それでは、１点目の斡旋をし

たかどうかということでございますが、これは生産緑地法の手続

がございますので、斡旋については、すべて行っておりますが、

結果としては、大変残念ですけれども、そういった希望がござい

ませんでしたので、やむを得ず生産緑地の解除という形の手続に

なります。  

 次に、２件目の、８ページの番号５６１の部分でございますが、

これについては、３点目のご質問とほぼ同じ内容のお答えになる

かと思いますけれども、一団の土地を指定する場合に、生産緑地

法では５００平方メートルという一つの基準がございますが、例

えば道路を挟んだ場合、これについても、局長通達の中では、道

路の幅員がある程度、極端に広くなければ、一団の土地として取

り扱うという指定がございます。そういったことで、２件目のご

質問については、番号５６１については一団の地域ということで

指定してございます。  

 それと３点目の、５ページの番号１８７の区域の一部追加とい

うことになりますけれども、番号１９２の赤い部分で削除されま

すと、この右側の部分が単独、これは一団という取り扱いにでき

ませんので、逆に、これは生産緑地を残すという観点から、この
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近い場所の番号１８７に合算いたしまして生産緑地を残すという、

こういう形で、今回、変更してございます。  

 それと、番号１８７の面積でございますが、資料の２ページを

ご覧いただきたいと思います。新旧対照表でございます。上から

４行目、番号１８７でございますが、変更前の面積が１，７４０

平方メートル、変更後が２，１９０平方メートルということで、

番号１９２から分割して、番号１８７に変更で追加するという取

り扱いをしてございます。  

 以上でございます。  

【議長】  はい、どうぞ。  

【委員】  その局長通達の幅員というのは、どのぐらいかという

ことと、もう一つは、先ほどの追加ということにしないで、分割

ということで一団のものとしたという、そういう整理の仕方とい

うのは、従来からやられているものなのかどうか、その２点追加

して、すみません。  

【議長】  はい、２点お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  １点目の道路幅員の考え方で

すが、６メートル程度が上限と考えられるが、適宜判断されたい

ということですので、この部分は残すということです。  

 それと、２点目の件でございますけれども、追加ということで

はなくて、変更ということで、位置が変わったということで処理

をさせていただいております。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。  

【委員】  はい、ありがとうございました。  
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【議長】  ほかには、ございませんでしょうか。はい、○○委員

さん。  

【委員】  勉強不足で申しわけないのですが、生産緑地の買取り

請求というものは、１年にどのぐらい出ているのか。過去、買い

取った例が幾つあるのか、教えていただきたいと思います。  

【議長】  はい、お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  買取り申出の件数ですが、こ

こ３年程度でお答えさせていただきますと、平成１６年度が２３

件、平成１７年度が１７件、平成１８年度が６件ございました。  

 それで、実績としまして、買取りでございますが、平成１６年

度が２件ございました。面積ですが、約５５５平方メートルでご

ざいます。平成１７年度が４件の買取りの実績がございます。面

積は２，０５８平方メートルでございます。それと平成１８年度

ですが、２件の買取り実績がございまして、面積では７９４平方

メートル。最近の３年間の状況でございます。  

 以上でございます。  

【議長】 よろしいですか。はい、○○委員さん、お願いします。  

【委員】  わかりました。結構、件数は出るけれども、実際に買

取りするのがいかに少ないかというのがわかりました。先ほどの

府３・４・３号線ですか、是政から来ている道路かな。是政から

南町へ抜けてくる形で計画があるわけですね。やっぱりそういう

ところにも生産緑地だとかが入っているのですが、そういう農家

の人たちが、この道路ができるときに、例えば生産緑地がなくな

ってしまうわけですね。今みたいに買取り請求が出ていて、その

辺の兼ね合いが、今後、農業を続けていくのに、非常に今度は用
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地のほうの確保が難しい中、その辺、府中市としてどう考えてい

るのか。出たから全部買うというのではなくて、ある程度、代替

なんかも考えながらいくような方針があるのか、その辺、ちょっ

と聞ければと思います。  

【議長】  はい、どうぞお願いします。  

【秋山都市整備部次長】  今の○○委員さんからの質問ですけれ

ども、今までにも都市計画道路の代替地として買取りをしたもの

が２件ございます。それは３・４・１６号線で、約７００平方メ

ートルほどを買収いたしました。今後につきましても、後ほどご

報告いたしますが、東八道路の延伸などで、そのような事例がご

ざいますので、これにつきましては、東京都並びに用地担当とも

よく相談しながら、時期をよく見て、代替地の確保については進

めてまいりたいと思っております。  

 以上でございます。  

【議長】  はい、○○委員さん。  

【委員】  よくわかりました。ですから、要は、言いたいのは、

生産緑地が減っていく中で、逆にそういった確保をしながら農地

を守っていくということを、ぜひお願いしながら、今後、予算も

なかなか厳しい中ですから、できる限り買い取って、代替等を考

えていただければと思います。  

 以上です。  

【議長】  よろしいですね。ほかにはございませんか。○○委員

さん。  

【委員】  今、ご説明いただいた中で、新規で新たに生産緑地指

定ということが、今回、出されておりますけれども、この生産緑
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地の追加指定というものに当たりまして、先ほど、農業委員会の

中でも十分なご議論があって、適正とみなされたというお話もあ

りましたけれども、現在、その生産緑地として新たに指定する場

合の要件といいますのは、大体どういう要件でお決めになるのか。

例えば、現状の中で既に耕地として十分に活用されているとか、

あるいは営農にかかわる方がいるとか、何かそういう要件が幾つ

かあるのか、その点について、１点お聞きいたします。  

【議長】  お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  生産緑地の追加指定の考え方

でございますけれども、これは平成１５年度に本審議会にもお諮

りして、追加指定の方針というものを定めさせていただいており

ます。その中で、第５次府中市総合計画、あるいは各部署の施策

等に示されております将来像、府中市の住みよいまちづくりの将

来像を実現するために、良好な自然環境の確保、あるいは農業振

興、防災等の観点から、恒久的に保全または活用を図る必要のあ

る農地については、生産緑地地区として積極的に指定することで、

指定方針を定めております。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。どうぞ、追加してください。  

【委員】  わかりました。そうしますと、その中の、どちらかと

いうと、まちづくり的な観点で、ある意味で、その地域の中で必

要な生産緑地という考え方で進められるということで、ちょっと

お聞きしたかったのは、現状の中での耕作が行われているかとか

何か、そういうことに関しては、条件というものは無いのでしょ

うか。  
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【議長】  お答えをお願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  基準でございますが、幾つか

基準がございまして、まず形の問題がございまして、一体化、あ

るいは、先ほどご質問がございましたように、ある程度まとまっ

た一団の農地でないと指定できません。それと、新鮮で安全な農

産物を供給し、市民の健全な食生活の維持及び増進に寄与してい

ること。三つ目といたしまして、市道等の道路に接しており、将

来、公共施設等の敷地の用に供する土地として適していることを、

追加する基準として定めてございます。  

 実態といたしましては、本当に現地が農業をされているかどう

かというのは、本審議会にも農業委員会の会長さんがいらっしゃ

いますけれども、現地を農業委員会と一緒に視察していただきま

して、本当に農地として指定することがふさわしいかどうかを含

めてご意見をいただいております。  

 以上でございます。  

【議長】  それでは、農業の専門の○○委員さんに、その辺の説

明をよろしくお願いします。  

【委員】  今の○○委員の質問なのですが、農業委員会は、実際

に農地としてふさわしいか、耕作もしっかりしていただいて、き

れいに毎年、作付けをしていただいているかを見まして、草ぼう

ぼうで、これは適しないと思いましたら、今回も１件ございまし

て、削除いたしました。そういうわけで、しっかり見ております

ので、よろしくお願いします。  

 また、皆さんご存じのとおり、このように相続などで生産緑地

が減少をしております。今回はプラスマイナス０．１２ヘクター
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ル減で済みました。これもひとえに、市のほうで生産緑地の追加

指定を行っているからこそ、これだけの減少で済んでいるのだと

思います。今後も追加指定をぜひよろしくお願いをいたします。  

 まだ、今までの課題でございますが、生産緑地を外したところ

で、残ったものをまた再指定していただきますよう、お考えをい

ただきたいと思います。これからも、申請がありました農家の皆

さんに、ぜひとも生産緑地として残してあげたいと思いますので、

よろしくお願いします。  

【議長】 どうも貴重な、リアルなお話、ありがとうございます。  

 ほかにはございませんか。  

（「なし」の声）  

【議長】  なければ、第１号議案について採決したいと思います

が、いかがなものでしょうか。よろしいですか。  

（「異議なし」の声）  

【議長】  それでは、第１号議案、府中都市計画生産緑地の変更

について、原案のとおり決することにいたします。よろしいです

か。  

（「異議なし」の声）  

【議長】  ありがとうございます。  

 それでは、次に移ってよろしいでしょうか。  

 次、日程第２、第２号議案、府中都市計画地区計画若松町二丁

目地区地区計画の原案を議題といたしたいと思います。  

 議案の説明をよろしくお願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  ただいま議題となりました第

２号議案、府中都市計画地区計画若松町二丁目地区地区計画の原
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案につきまして、ご説明いたします。  

 本件につきましては、地域住民のまちづくりに対する機運が高

まり、地域住民から、地域のまちの将来像を描く地区計画の申出

がされ、市として都市計画の原案としてまとめたものでございま

す。  

 なお、この原案は、府中市地域まちづくり条例に基づくもので、

住民提案型の第３号でございます。  

 詳細につきましては、担当主査からご説明いたします。よろし

くお願いいたします。  

【議長】  はい、お願いします。  

【髙橋都市計画担当主査】  それでは、詳細につきましては、パ

ソコンを使いましてご説明させていただきます。前方のスクリー

ンをご覧ください。  

 スクリーンに表示されておりますのは、資料の４ページでござ

います。こちらは当該計画地の位置図でございます。図面の表示

は、上が北方向となっております。計画地は、京王線東府中駅の

北に位置します若松町二丁目地区で、図中の赤い斜線の区域でご

ざいます。  

 位置図を、こちらは航空写真に落とし込みますと、このような

状況になります。こちらが計画地の現況写真でございます。東府

中病院の屋上から東方向の新小金井街道方面を撮影してございま

す。  

 こちらが北側の航空自衛隊府中基地方面でございます。  

 計画地内では、２階建てから３階建ての戸建住宅や、共同住宅

がほとんどを占めております。  
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 続きまして、資料の１ページをご覧ください。名称でございま

すが、若松町二丁目地区地区計画でございます。  

 位置は、府中市若松町二丁目地内、面積は、約３．４ヘクター

ルでございます。  

 地区計画の目標でございますが、本地区は、京王線東府中駅か

ら近い距離にある利便性の高い地区であり、健全な市街地の形成

を目指して、三本木土地区画整理事業により、道路や公園などの

都市基盤が整備された地区でございます。本地区では、府中都市

計画マスタープランにおいて、地域の身近な利便性を高める地域

拠点として位置づけられた東府中駅周辺との調和を図りながら、

閑静で落ちつきのある住環境を保全し、良好な景観を有する住宅

市街地を形成していくことを目標といたします。  

 続きまして、区域の整備、開発及び保全の方針でございます。

土地利用の方針では、戸建住宅、共同住宅及び小規模な商業、業

務施設が共存する、良好な市街地環境の形成を図ることとしてお

ります。  

 また、緑豊かでゆとりある良好な住環境の形成を図り、防災面

や防犯面で、安全、安心して暮らせるまちづくりを進めます。  

 次に、建築物等の整備の方針でございます。６点ございます。  

 １点目は、健全な市街地環境を形成するため、建築物の用途の

制限を定めます。  

 ２点目は、ゆとりあるまち並みを確保するため、建築物の敷地

面積の最低限度を定めます。  

 ３点目は、隣地の日照、採光、通風やプライバシーなどに配慮

し、良好な近隣関係を保持するため、壁面の位置の制限、及び建

 18



築物の形態の制限を定めます。  

 ４点目は、周辺の低層住宅地に配慮し、まち並みとしての調和

のある低中層住宅地の形成を図るため、建築物の高さの最高限度

を定めます。  

 ５点目は、良質な市街地環境を誘導するため、建築物や公告物

の形態または色彩等の制限を定めます。  

 最後に６点目は、防災性及び安全性の向上を図り、緑豊かな市

街地を形成するため、かき又は柵の構造制限を定めます。  

 １枚めくっていただきまして、２ページをご覧ください。続き

まして、建築物等に関する事項について、ご説明させていただき

ます。こちらは再びパソコンを使いましてご説明させていただき

ますので、スクリーンをご覧ください。  

 初めに、建築物の用途の制限です。ワンルームマンションの戸

数を制限することといたします。階数が４以上、かつ１戸当たり

の住戸専用面積が３０平方メートル未満で、全住戸が２５戸以上

の共同住宅の建築を制限いたします。  

 また、当該計画地の用途地域は、第一種住居地域ですが、現在

の用途地域による建築物の用途制限に上乗せする形で、工場、ホ

テル、畜舎などの用途を制限し、第二種中高層住居専用地域並み

にいたします。  

 次 に 、 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 で ご ざ い ま す 。 １ 敷 地    

１００平方メートル以上として、宅地の狭小化を防止します。た

だし、現在、既に敷地面積が１００平方メートル未満の土地につ

いては、対象の除外となります。  

 次に、壁面の位置の制限では、地盤面から高さ１０メートル以
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下の範囲では、建築物の外壁またはこれにかわる柱の面の位置の

道路境界線または隣地境界線までの距離を０．５メートル以上と

いたします。地盤面から高さ１０メートルを超える範囲では、壁

面の位置を１メートル以上後退させるものとして、良好な近隣関

係の保持を図ります。  

 続きまして、建築物の高さの最高限度でございます。建築物の

高さは１５メートル以下とし、良好な低中層住宅地の形成を図り

ます。  

 次に、建築物等の形態または色彩、その他の意匠の制限といた

しまして、高さが１０メートルを超える建築物については、冬至

日の新太陽時による午前８時から午後４時までの間において、平

均地盤面からの高さが１．５メートルの水平面に、敷地境界線か

らの水平距離が５メートルを超え、１０メートル以内の範囲にお

いては４時間以上、また１０メートルを超える範囲においては２．

５時間以上、日影となる部分を生じさせない形状とすることとい

たします。これは、現在の規制では、日影の測定面が平均地盤面

から４メートルの高さであるのに対しまして、これを１．５メー

トルに引き下げるというものでございます。  

 次に、調和のあるまち並み保全のため、建築物の屋根、外壁ま

たはこれにかわる柱の色彩は、緑豊かな居住環境に調和した落ち

つきのあるものといたします。また、屋外広告物等を設置する場

合には、周辺の環境と調和するよう、色彩、形態及び設置場所に

留意したものといたします。  

 最後に、かき又は柵の構造制限につきましては、道路に面して

設けるかき又は柵の構造は、生け垣または透過性のあるフェンス
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とすることとしておりますので、高いブロック塀などは設置でき

ないこととし、開放感や、防災面の向上を図ります。  

 以上で説明を終わります。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  最後に、今後の予定でござい

ますが、本審議会でご審議、ご了承いただけましたら、当該地区

計画の原案の内容を公衆の縦覧に供し、当該地区内の関係権利者

の意見を聞いてまいります。また、東京都と協議するとともに、

都市計画の決定に向けた手続を進めてまいります。  

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

【議長】  今回、パソコンで航空写真だとか現況写真というのは

初めてですね。あれは目映りがいいですね。なかなか頭の中で、

平面図だけ見てこうだああだと言われても、なかなかつかみにく

いけれども、ああやって航空写真だとか現況写真を見ると、全部

はわからなくても、ああ、大抵の状況がわかるような気がします

ので、これからもうんと採用してください。幾らも費用がかかる

わけじゃないでしょうから。  

 それでは早速、議案の説明をお聞きしましたので、これからご

質問、ご討議をいただき、最後は採決といたしますが、この件に

つきまして、ご質問、ご討議等ありましたら、どうぞ。○○委員、

よろしくお願いします。  

【委員】  １点だけ確認させていただければと思います。若松町

二丁目の地域内で、現状、今、制限を超えるものが、無いとは思

うのですけれども、その１点だけ確認させてください。  

【議長】  お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  現状で、まず敷地の面積が、
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１００平方メートルに満たない敷地が１７件ございます。それと

建物の関係で、１５メートルを超える建物が１棟ございます。５

階建てで高さが１８．０４メートルの建物が１棟ございますので、

この部分については、既存不適格というような状況になります。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか、わかりましたか。  

【委員】  はい、結構です。  

【議長】  そうですか。では、○○委員さん。  

【委員】  ありがとうございます。この地区計画については、な

かなかやはり、申出制で皆さんの合意をとるというのは、とても

大変な部分もあるのではないかと思うのですが、いつごろからこ

の地区計画づくりについて、この地域住民の皆さんが話し合いを

され始めたのかということと、あと対象となる地権者といいます

か、ここに住んでいらっしゃる方が大体何件ぐらいあるのかとい

うこと。  

 それともう１点が、先ほど三本木の区画整理の地域でもあった

ということなのですが、例えば４ページの図面を見ますと、かな

り、ある意味で変形といいますか、もう少し北側の地域というも

のも一体になったまちづくり、地区計画づくりということが検討

できなかったのかなという気もするのですが、そのことについて

何か困難な部分、あるいは最初から、もうそこは除外する地区計

画を検討されたのかということについて、お願いします。  

【議長】  よろしくお願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  ３点のうち１点目の地区計画

に至った経緯ということでよろしいかと思いますけれども、平成
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１８年にワンルームマンション計画に伴い、マンション紛争が起

こりました。そのワンルームマンションの紛争をきっかけに、地

域の方のまちづくりに対する勉強会が始まっております。この勉

強会には、市の担当者も勉強会のお手伝いをさせていただいてお

りますが、そういったものから発展いたしまして、最終的には地

区計画の提案に至ったものです。  

 続きまして、３点目、もう少し広い範囲でということですが、

当初の勉強会の中では、地域の方がもう少し広い範囲でいろいろ

お声がけをしていただいたわけですが、皆さんの賛同が得られな

いということ。それともう一つが、当該地の用途が第一種住居地

域で、北側は第一種低層住居専用地域ということで、用途的にも

区切りがありました。市としてはもっと広い範囲で予定をしてい

たわけですけれども、地域の方の賛同が得られなかったものです。 

 あと、地権者の所有と賛同者の関係ですけれども、土地所有者

は１１３人でございます。そのうち賛同者が９９人で、割合的に

は８７．６パーセントの方がご賛同いただいています。こういっ

た経過の中で地区計画の原案まで至った経過になります。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。どうぞ追加してください。  

【委員】  ありがとうございます。  

 そうしますと、そもそものきっかけがワンルームマンションと

いうお話だったのですけれども、今、この地域の中で建設中のも

のが１件、たしかあると思いますけれども、そうしますと、それ

がきっかけになったワンルームマンションという、関の原公園の

北側のところに、今、建設中かと思いますが、それがそうなのか
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ということ。そうなのですよね。  

 そうしますと、そのマンションに関しては、今回のこの地区計

画の制限というのは、残念ながら適用にはならないというか、そ

の辺について、何か、ある意味で先行的に市としての指導かでき

るというような、何か行政指導的なことは不可能なのでしょうか。 

 以上です。  

【議長】  その辺、お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  今、委員さんのおっしゃいま

した関野原公園のすぐ北側が、現在建築中で、紛争のあったマン

ションでございます。ここについては、現在建築中でございます

が、この地区計画をかけるに当たりましては、事業者と市と、地

元の方々といろいろ協議してまいりました。当初は１５メートル

という一つの基準がございましたけれども、事業者も地区計画を

かけることについては賛同していただきましたが、建物が１０メ

ートルを超える部分の壁面後退については、事業者としても協力

できないということで、大変残念ですが、地区計画と合わない状

況になっております。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。  

【委員】  はい、ありがとうございました。  

【議長】  それから私のほうから、不勉強で申しわけないのです

が、ワンルームマンションができるので云々、反対運動が起きた

とかいうのですけれども、ワンルームマンションの功罪というの

ですか、全然ワンルームマンションが悪いことばかりなのか、い

いことがあるのか。何か問題がうんとあるのか。少子化の時代だ
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から、だんだんそういう時代になってくると思うのですがね、ワ

ンルームなんていうのは。どうでしょう。そのワンルームマンシ

ョンの功罪について教えてください。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  ワンルームマンションがいい

とか悪いとかという議論は、いろいろあるかと思いますけれども、 

 行政への負担では、ワンルームの場合、幼稚園ですとか、小・

中学校に関する行政負担は発生しませんが、ファミリータイプに

なりますと、その辺が課題で、小・中学校等の空き教室の問題等

が出てくるかと思います。  

 それと、ごみの問題ですけれども、これはごみを出す量という

よりも、マナーの問題になるかと思います。近隣からよくお話が

出るのは、ワンルームですと、ごみの出し方の問題等について、

いろいろ苦情がある場合があるようでございます。  

 それと、ワンルームですと、近隣からは、だれが住んでいるか

わからない、顔が見えないなど、コミュニケーションがとりづら

いといったところで、不安になるというような、近隣からのご心

配な点がございます。  

【秋山都市整備部次長】  今回、ワンルームマンションをすべて

排除しようということではございませんで、今までワンルーム、

実は大規模な分譲型のワンルーム、これは４０戸、５０戸という

規模でしたけれども、そういうものが府中にも建設されつつあり

ました。こういう中では、先ほど主幹がお答えいたしましたよう

に、住んでいる人の顔が見えない、もっと言えば、地域のコミュ

ニティが確保できないという大きな欠点がございました。そうい

うことから、２５戸までは認めるものの、それ以上になった場合
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にはファミリータイプを併用していただきまして、マンションの

中でも地域のコミュニティが確保できるような、もっと言えば、

さまざまな世代の方が住んでいただけるような建物づくりをして

いただきたいということで、指定をいたしました。これに同等の

考え方で、この地区も指定をしたものでございます。  

 この地域の皆様の考え方も、やはり全部がワンルームではなく

て、ファミリータイプを併用したものであれば許容していこうと

いう考え方がございますので、我々もその方向で進めていきたい

と思っております。  

 以上でございます。  

【議長】  わかりました。ワンルームマンションの人がすべて悪

いわけではないけれども、顔が見えないとか、問題が起きやすい

とか、ごみの出し方についても、勝手な人が多いとか、現実はそ

ういうことなのでしょうね。はい、わかりました。  

 余計なことを申しあげましたけれども、ほかに何か。はい、○

○委員さん。  

【委員】  この地区計画原案をつくるに当たっては、相当、事務

局の方がご苦労されたのだろうと思いますけれども、この建物の

用途制限のところを見ると、先ほどのご説明のように、２から７

というのは第二種中高層住居専用地域の規定だろうと。ここはも

ともと第一種住居地域ですから、それと絡むと相当の制限になっ

てくるのだろうというふうに思います。  

 そこで、具体的に１なのですけれども、今、説明があったので

すけれども、なぜこの４以上で３０平方メートル未満、２５戸と

いうのは、コミュニティ形成という話がありましたけれども、こ
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こに至ったいきさつ。  

 それから、細かいことですけれども、４以上と書いてあります

けれども、４階は認めるのですか。４以上は認めてはいけない。

この図でいくと、４階は認めるのですか。４以上は制限できない

というふうに読んだのですけれども、４を超える分がだめだとい

う、４階はいいのか。  

 それからもう１点、地区計画においては、こういう建物の制限

はできると思うのですけれども、ワンルームマンションの場合に

よく問題になるのは、駐車場の確保の問題だと思いますけれども、

この地区計画にそれを盛ることはできないと思いますけれども、

その駐車場の確保については、こちらの指導要綱との関係におい

て、市というのはどういうふうにかかわっていくのか、どういう

指導をしていくのかということを、ちょっとお教えいただければ

と思います。  

 ２点半ぐらいになりましたけれども、お教えいただければと思

います。  

【議長】  はい、お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  １点目の、階数が４以上で、

住戸の専用面積が３０平方メートル未満の住戸は２５戸以上とい

う、この基準でございますけれども、基本的には、これは地域の

方からの申出に基づいて設定したものでございます。  

 ただ、一つ基準といたしましては、委員さん、先ほど指導要綱

というお話がございましたけれども、ワンルームというのは２５

平方メートル以上、３０平方メートル未満をワンルームというこ

とで、指導要綱の中で定義してございます。それと２５戸以上に
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なったときには、先ほど次長が申しあげましたように、ファミリ

ータイプを併用するというような基準がございますので、その辺

を絡めた形での地元からの提案ということでございます。  

 それと駐車場の確保の問題ですけれども、指導要綱では、基本

的には、すべて確保していただくというのが原則的な考え方でご

ざいますが、これはいろいろ近隣紛争の中でも起こり得る課題な

のですが、近隣から駐車場がこれでは多過ぎると、もっと少なく

してくださいとか、そういった近隣からのご要望もございますの

で、それぞれの状況によって対応しています。  

 それと、４以上というのは、４階は含まれます。  

【委員】  建築はしてはならないというふうに書いてあるから、

４はしてはならないのではないかなというふうに思ったのですけ

れども。  

【青木地域まちづくり担当主幹】 ４階以上で、「かつ」３０平方

メートル未満は建てられません。  

【委員】 「かつ」、そういう意味ね。なるほど。では、５階以上

でもあるというわけですね。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  実態としては、６階になりま

すと、１５メートルを超えますので、最大だと５階程度です。  

【委員】  それでは、ワンルームマンションではない。そういう

ときはワンルームマンションではない、３０平方メートルを超え

るとか、５階以上になって、その面積を超えていけば、ワンルー

ムマンションという意味合いではなくなっていくと、こういうこ

とですね。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  これはワンルームマンション
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の制限でございますので、ワンルームマンションを建設する場合

の基準です。ワンルームマンションを建設する場合は、階数が４

階以上で、かつ住戸の専用面積が３０平方メートル未満で、住戸

数が２５戸以上は建築できませんので、よろしくお願いいたしま

す。  

【議長】  ４階、５階ということですか。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  例えば、５階のワンルームマ

ンションを建てる場合、２５戸以上は建てられません。  

【委員】  結構です。ご議論されたのだと思います。こういうふ

うに書いてあるので、とりあえず私は了解いたします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  ４階、５階の場合、２５戸以

上のワンルームマンションは建設することができないということ

です。  

【議長】  だめだよということですね。よろしいですか。ちょっ

とわかりにくいようなあれだけれども。  

 ほかにはご意見ございませんでしょうか。  

（「なし」の声）  

【議長】  なければ、第２号議案について採決したいと思います

が、よろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声）  

【議長】  それでは、第２号議案、府中都市計画地区計画若松町

二丁目地区地区計画の原案について、原案のとおりに決すること

で異議無いでしょうか。  

（「異議なし」の声）  

【議長】  それでは、原案のとおり決することにいたしました。
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ありがとうございます。  

 次に移ってよろしいでしょうか。  

 次、日程第３、報告事項の１、府中市景観計画の策定について

報告を受けたいと思いますので、報告をお願いいたします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  報告１、府中市景観計画の策

定についてご説明いたします。  

 初めに、本件の内容説明の前に、経緯等について少しご説明を

させていただきます。  

 本市では、市民が愛着を持ち、魅力を感じる都市景観づくりを

進めるため、平成９年に「府中市都市景観基本計画」を策定し、

翌年には「府中市都市景観条例」を制定し、良好な景観形成に努

めてまいりました。  

 一方、国においては、良好な景観形成に関する基本理念や、国、

地方公共団体、事業者、住民の責務を明らかにすることなど、景

観に関する総合的な法律として、平成１６年に「景観法」が制定

されました。  

 この法律では、景観行政を担うことのできる主体を景観行政団

体と定め、都道府県、指定都市、中核市は自動的に、その以外の

市町村は都道府県と協議し、その同意を得て景観行政団体となる

ことができます。  

 また、景観行政団体は、景観行政を担うため、良好な景観形成

の基本的な方針や、行為の制限に関する事項などについて、景観

計画を策定する必要があります。  

 本市では、景観行政団体となるべく、東京都と協議を進め、同

意が得られる状況となりましたので、現行の「府中市都市景観基
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本計画」を基本として、法に基づく「府中市景観計画」を策定す

るものでございます。  

 なお、景観法第８条第６項で、景観計画は都市計画法第６条の

２第１項の都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に適合する

ものと規定されております。  

 また、景観法第９条第２項の規定に基づき、都市計画の内容に

関し、土地利用等を定めることとなることから、府中市都市計画

審議会の意見を聞くこととなっております。  

 それでは資料、報告１の１ページをお開きください。  

それでは、１の趣旨でございますが、良好な景観の形成を促進

するための総合的な法律として「景観法」が制定され、景観行政

団体となる地方公共団体において景観計画を定めることができる

ようになりました。このことを受け、これまで市独自に運用して

きた景観制度のよさを生かし、法的実効性を持たせ、より効果的

な景観形成を推進していくとともに、府中市らしい景観形成の方

針を明らかにし、市民、事業者、市が協働で景観形成を進めてい

く計画として、「府中市景観計画」を策定するものでございます。 

２の景観計画に定める内容でございますが、（１）の計画の対象

区域は、府中市内全域を対象とします。（２）の景観法の活用の取

り組みは、法の規定に基づくもので、また（３）のまちづくりと

連携した景観施策の展開は、本市独自のものでございます。  

概要につきましては、担当主査からご説明いたします。よろし

くお願いいたします。  

【議長】  お願いいたします。  

【松村地域まちづくり担当主査】  それでは、府中市景観計画の
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概要につきまして、お手元の資料をもとに説明いたします。  

 資料２ページをお開きください。府中市景観計画の概要の計画

の目的と基本理念でございますが、平成９年３月に策定しました

「府中市都市景観基本計画」の目的、基本理念、景観特性と課題、

景観形成の基本指針などの基本的な考え方を継承し、市、市民、

事業者に加え、東京都及び近隣市と協力しながら、美しい風格の

あるまち府中の実現を目指します。  

 また、居心地のよい生活環境があるまち、府中らしい自然や緑

のあるまち、歴史や文化の奥行きを感じさせるまちを目指し、市

民や事業者の方々と一緒に景観づくりを進めていくことを基本理

念とします。  

 右側に記載しておりますのは、景観計画の構成でございます。  

 序章につきましては、ただいまご説明いたしましたものです。  

 第１章、府中の景観形成の第１、計画の対象区域は、府中市全

域を景観計画区域とし、法に基づく区域とします。第２、第３に

つきましては、現行の「景観基本計画」を基本とします。  

 次に、四角で囲んでおります第２章、景観法の活用による新し

い取り組みは、景観法で規定のある事項でございます。  

 第１の届出制度による景観形成は、本市の景観構造の主要な骨

格となっている地域や、共通の景観特性を持ち、一定の広がりを

持った地域ごとに区分し、特に景観の主要な地域となる大國魂神

社、けやき並木周辺など五つの地域は、景観形成推進地区としま

す。またその他の地域を一般地域とし、さらに景観を特徴づける

地域ごとに区分します。これらの地域ごとに、それぞれ景観形成

の方針や景観形成基準を定めます。また、建築物等を建築する場
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合の色彩について、色彩基準を設けます。  

 第２の景観重要公共施設は、道路、河川などの公共施設は、景

観を構成する重要な要素となるため、その指定と方針などを定め

ます。  

 第３の景観協定は、法に基づくもので、一定の区域内において、

所有者全員の合意により、良好な景観形成に関する協定が締結で

きるものです。  

 ３ページをお開きください。左側は景観計画の構成の続きで、

第３章、まちづくりと連携した景観施策の展開は、景観法の規定

外の事項で、府中市独自の取り組み事項です。  

 第１の公共施設の整備による都市空間の質の向上は、公共施設

を整備する場合、景観に配慮した計画とするものです。  

 第２の地域まちづくり条例との連携は、大規模開発事業を行お

うとする場合、府中市地域まちづくり条例と連携し、手続や協議

などについて定めます。  

 第３の歴史的建造物を生かした景観形成は、歴史的もしくは文

化的な資源については、その周辺を含めて景観形成を進めます。  

 第４の景観賞は、現行の景観賞を継承し、景観形成への意識を

高めます。  

 第５の審議機関などの創設は、景観に関する重要事項を調査、

審議するため、また専門的な事項を調査する機関の設置をするも

のです。  

 次に、右側の図をご覧ください。先ほどご説明いたしました景

観形成推進地区の５地区をお示ししたものでございます。良好な

景観形成の推進を重点的に取り組む必要がある地区として、大國
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魂神社、けやき並木周辺、国分寺崖線、府中崖線、浅間山周辺、

多摩川沿線の五つの地区を、景観形成推進地区として位置づけま

す。  

 ４ページをお願いいたします。届出制度による景観形成の概要

でございます。一定規模以上の建築物などを建築しようとする場

合、届出が必要となります。景観形成推進地区のそれぞれの地区

ごとに、届出対象規模や方針を定めます。届出の対象規模は、建

築物の場合、高さは２０メートル、または延べ面積３，０００平

方メートル以上が対象となりますが、国分寺崖線は東京都景観計

画で指定がございますので、その内容を継承します。なお、東京

都が策定した景観計画では、国分寺崖線以外の地域の届出対象は

高さが４５メートル以上となっております。  

 ５ページをお願いいたします。景観形成推進地区以外の一般地

域につきましては、用途ごとに駅周辺の商業地、幹線道路沿道、

旧街道沿道、その他住宅地等の四つの地域を設定し、それぞれの

基準を設けます。  

 ６ページをお願いいたします。建築物等における色彩の基準で

ございますが、建築物等を建築する場合の建物外壁の色彩の基準

を定めるもので、色彩基準の概要となります。色彩の場合、同じ

ような色でも、明るい暗いや鮮やかさなど、さまざまな色があり

ますが、これを数値化したＪＩＳ規格に基づき、使用できる色彩

を定めたもので、落ちついた色彩としたものでございます。図の

イメージは、明度が６の場合を例としており、色によってきめ細

かく彩度の上限値を設定しております。  

 なお、景観法において、色彩基準につきましては、基準に適合
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しない場合、変更命令を行うことができることとなっております。 

 色彩基準につきましては、現在、ガイドラインを作成しており

まして、その中で地区ごとに基準を示すことといたします。  

 ７ページをお願いいたします。良好な景観の形成上、重要な公

共施設につきまして、景観重要公共施設として位置づけ、整備や

管理に関する方針などを定め、まちづくりと連携して良好な景観

形成を図ることといたします。景観重要公共施設には、けやき並

木や、大國魂神社周辺の道路、多摩川、是政緑地などを予定して

おります。  

 ８ページをお願いいたします。大規模開発事業の事前協議制度

の概要でございますが、府中市独自の取り組みとして「府中市地

域まちづくり条例」との連携を図るもので、現在、大規模開発事

業において事前協議を行っております。今後は景観行政において

も「府中市地域まちづくり条例」と同様に、大規模開発事業など

について、届出前に事前協議を行う制度を設けることといたしま

す。  

 以上が、府中市景観計画の概要でございます。  

【議長】  お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  それでは、恐れ入ります、資

料の１ページにお戻りください。３の今後の予定でございますが、

景観計画の案について、今後パブリックコメントを実施し、景観

法に基づく公聴会の手続を経て、来年３月に本審議会へ意見照会

を行う予定でございます。  

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。  

【議長】  ただいま報告事項の１、府中市景観計画の策定につい
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て、説明がございました。いかがでしょうか。多岐にわたってお

りますので。いかがですか。  

 私個人の意見も、大変結構なことだと思っております。逆にこ

れをやるべきだと、こういうぐあいに、私個人では思っておりま

すが、よろしいですか。  

 はい、○○委員さん。  

【委員】  今回の案の中で、届出制度による景観形成の概要の４

ページのところに書かれております推進地区についてお聞きした

いのですけれども、先ほど国分寺崖線に関しては、東京都の景観

計画に基づくものというご説明がありましたけれども、その中で、

高さが１０メートルということが、ここでは示されていますが、

同じ崖線であります府中崖線関しまして、府中のほうの今回の案

では、高さ２０メートルということが、この中で書かれているの

ですけれども、その崖線というとらえ方で見たときに、できれば

国分寺崖線と同じように、非常に府中崖線というものも重要な景

観ではないかと思いますので、これが２０メートルになった考え

方につきまして、少し東京都の１０メートルの判断も含めまして、

ご説明をいただきたいと思います。それが１点です。  

 それと、それに関連してですが、３ページに府中崖線及び国分

寺崖線の推進地区という形で、これ、網かけがされておりますけ

れども、この計画の中では、この崖線幅ですとか、そういう地域

に関して、何かもう少し明確な、崖線を挟んで何メートルを示す

ものだとか、何かそういうようなことは示されないのかどうか。

この範囲というのが非常に漠然としておりますので、そのことに

ついては、この計画上では示す必要が無いのかどうかということ
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をお願いいたします。  

 ２点です。  

【議長】  では、お願いします。  

【秋山都市整備部次長】  まず、本市では、景観条例に基づく届

出が、先ほど主幹がご説明いたしましたように、３０メートルで

ございました。今回、この景観法に基づく届出を見直す際には、

一律にもうちょっときめの細かい取り組みが必要だろうというこ

とで、２０メートルに設定をいたしました。  

 しかしながら、国分寺崖線につきましては、東京都におきまし

ても景観軸として指定されております。ここにつきましては、東

京都も計画的に景観形成を推進することから１０メートルとして

おります。また、この１０メートルを、本市におきましても東京

都の景観計画との整合を図る観点から、国分寺崖線に限って１０

メートルにしたものでございます。  

 本市におきましては、国分寺崖線並びに府中崖線も重要な崖線

でございますけれども、土地利用を見ますと、国分寺崖線につき

ましては、大規模施設として利用されておりますが、府中崖線に

おきましては、さまざまな用途の指定がございまして、ある程度、

規模の大きいもの、２０メートルぐらいのものから景観の誘導を

図っていくことが適切だろうという判断から、２０メートルにし

たものでございます。  

 また、この景観形成推進地区の指定の範囲でございますけれど

も、これは法に基づきまして、都市計画図と同様の２，５００分

の１の図面をもちまして、明確に地域は指定いたします。  

 以上でございます。  
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【議長】  説明が終わりましたけれども、よろしいですか。  

【委員】  わかりました。では、ちょっと改めて１点です。そう

しますと、個人的には、府中崖線というのも非常に景観的には重

要だと思いますので、２０メートルよりも、できれば国分寺崖線

並みのものがよかったかなということは、感想としては申しあげ

ます。  

 それと、景観形成という意味で、東京都の国分寺崖線は、他の

地域とのある意味でのつながりの中で、府中の１０メートルとい

うことをここでは示されていらっしゃるということですが、そう

しますと、この景観計画ということに関して言いますと、周辺の

市との連携といいますか、その関連性ということは、どこかであ

る程度、調整をしつつ進めた計画なのかどうかということについ

ては、いかがでしょうか。  

【議長】  お願いします。  

【秋山都市整備部次長】  ただいま東京都全域を、東京都が景観

計画を策定しています。これに基づきまして、近隣市、例えば国

立市、国分寺市、調布市もそうですけれども、この計画に基づい

て景観形成を推進していると。先ほど説明した中に、府中市にお

きましては、国分寺崖線は１０メートル以上の届出ですけれども、

その他の地域については４５メートル、本景観条例では３０メー

トルに規定しておりますけれども、東京都では４５メートル以上

でいいという規定になっておりますので、府中市としてはいち早

く、やはりこの辺の規定を府中市のまちづくりに合ったものにし

たいと思っております。  

 近隣市の関係ですけれども、東京都が策定しました景観計画と
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の整合を求められておりまして、先ほどお話ししましたように、

東京都と今現在、協議中でございます。今後、近隣市が景観行政

団体になる場合については、東京都の景観計画との整合を求めら

れますので、そのような中で、当然、府中市が求められたような

ものを東京都が近隣市に求めるという状況です。  

 重ねまして、府中市では、景観計画の中には、東京都並びに近

隣市との連携を図ることを明確に明文化しておりますので、今後

策定される近隣市の景観計画との整合を図りながら、景観行政を

進めていく予定でございます。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。  

【委員】  はい、ありがとうございます。  

【議長】  それでは、ほかにご質問等なければ、報告了承とさせ

ていただいてよろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声）  

【議長】  それでは、報告了承ということにいたします。  

 次に移ってよろしいでしょうか。  

 次に、日程第３、報告事項の２、府中都市計画道路３・２・２

の２号東京八王子線の建設事業について報告を受けたいと思いま

すので、報告をお願いいたします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】 報告２、府中都市計画道路３・

２・２の２号東京八王子線の建設事業についてご説明いたします。 

 本件につきましては、東京八王子線の府中市西原町から甲州街

道区間の未整備路線について、東京都で事業化に向け検討を行っ

ておりましたが、都市計画変更の素案が示されましたので、報告
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するものでございます。  

なお、都市計画変更を進めるに当たり、今後、東京都から市長

に対して意見照会がございますので、改めて本審議会にお諮りし、

回答する予定でございます。  

資料の１ページをお開きください。１の趣旨でございますが、

東京都は、府中都市計画道路３・２・２の２号東京八王子線の建

設事業の実施に当たり、沿道環境に配慮し、緑豊かな植樹帯と、

快適な歩行空間を有する環境施設帯を設置するため、道路幅員を

変更する都市計画素案を策定したものでございます。  

２の事業の概要でございますが、事業者は東京都で、府中市西

原町二丁目から国立市谷保までの、延長約１．３キロメートル区

間について、道路幅員を既定計画２８メートルから３６メートル

を、３６メートルから４２メートルに変更するものでございます。 

事業の概要につきまして、担当主査からご説明いたします。よ

ろしくお願いいたします。  

【議長】  お願いいたします。  

【松村地域まちづくり担当主査】  それでは、都市計画変更素案

の概要につきまして、お手元の資料をもとに説明いたします。  

 資料の２ページをお開きください。案内図でございますが、図

面上が北になります。図面中央の赤色でお示しの位置が、都市計

画変更素案で示された区間で、東八道路の未整備区間でございま

す。  

 資料の３ページをお開きください。上から平面図、横断図、縦

断図になります。図面上部、平面図をご覧ください。右側の都市

計画道路府中３・３・８号府中所沢線の交差点から、図面左側の
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甲州街道の国立府中インターチェンジ入り口までの区間、約１．

３キロメートルです。図面左部分に表示のＪＲ南武線と十中通り

のほぼ中間が、府中市と国立市の行政境で、都市計画道路の街路

番号が変わり、府中市区間が府中３・２ ･２の２号、国立市区間が

国立３・３・２号です。白色の部分が既定計画の範囲で、その両

側の赤色で表示の部分が、さらに都市計画道路の区域として必要

となる部分でございます。  

 図面下の縦断図をご覧ください。ＪＲ南武線との交差は、都市

計画道路が鉄道の上部を通過する構造となり、十中通りで平面交

差します。また、富士見通りと七小通りは平面交差します。  

 次に、図面中央の横断図をご覧ください。左の１断面は、南武

線と交差する前後の断面を示したものです。車道は片側２車線、

往復４車線で、幅員は１６メートル、その両側にそれぞれ４．５

メートルの歩道が設置され、さらにその両側に、車道、歩道合わ

せて８．５メートルの側道を設け、全幅員４２メートルの計画と

なります。  

 右の２断面は、標準部の断面で、車道幅員は１６メートル、そ

の両側に、沿道環境に配慮するため、緑豊かな植樹帯と、快適な

歩行空間を有する１０メートルの環境施設帯を配置した、全幅員

３６メートルの計画となります。  

 以上が都市計画変更素案の概要でございます。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  続きまして、資料の１ページ

にお戻りください。恐れ入ります。３の今後の予定でございます

が、東京都は早期の事業実施に向け、環境影響評価及び都市計画

変更の手続を進める予定でございます。  
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 なお、東京都では、先週になりますが、１１月６日に武蔵台小

学校で、１１月７日に国立市立第七小学校で、説明会を開催して

おります。そのときに配布されました資料でございますが、机の

上に配付をさせていただいております。この資料がそのときの説

明会の資料でございます。  

 また、当該都市計画道路の供用開始は、平成２９年度を予定し

ているとのことでございます。  

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。  

【議長】  ただいま説明が終わりましたけれども、平成２９年度

ですか。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  はい。平成２９年度に供用を

開始したいという予定でございます。  

【議長】  そうですか。あと１０年先。ただいま説明がございま

したけれども、何かこれにつきまして、ご質問等ございましたら。

はい、○○委員さん。  

【委員】  ちょっとお尋ねしたいのですが、これは道路に係る地

権者というのは、府中市と国立市で何名ぐらいいるのですか。  

それと、１１月６日、武蔵台小学校で説明会をやったときは何

名ぐらい来たのか、ちょっと教えていただければ。  

【議長】  二つですね。地権者等、何名ぐらいいるのかと。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  ２点のご質問の２点目の１１

月６日の武蔵台小学校の説明会でございますが、説明会にご来場

いただいた方は、約２５０名でございます。  

 それと、申しわけありませんが、地権者につきましては把握し

ておりません。  
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【議長】  では、そのうち調べておいてください。  

 ほかには無いですか。まあ１０年先のことなのでね。はい、○

○委員さん。  

【委員】  すみません、たびたび。ちょっと確認なのですけれど

も、この事業概要のご説明の中で、道路幅員がこれまでの計画よ

りも変更で広がるということですけれども、そうしますと、都市

計画の素案の見直しということが、この審議会の中にもかけられ

るのではないかと思うのですが、大体その時期というのはいつご

ろになるのかということが１点と、そこに至るまでに、地域住民

も含めてですけれども、市民の皆さんからはどのような形でこの

計画の変更に関しての意見を聞いていくのかということの２点を

お願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  １点目の都市計画変更の時期

ということでございますけれども、本都市計画変更は東京都決定

でございます。先ほど冒頭にもご説明させていただきましたよう

に、東京都から市長に意見の照会がございますので、それにつき

ましては、本審議会にご意見を伺う予定でございます。その時期

なのですが、東京都の今までのお話ですと、都市計画決定の変更

ができるまでが約２年半程度と聞いております。ですから、その

間に市に意見照会が来ると思っております。  

 それと２点目の、市民の意見が反映されるのかどうかというこ

とですが、東京都の予定ですと、今回説明しましたのが素案でご

ざいます。この素案をもとに都市計画の案の説明会を開催します。

その後、意見書が提出できます。  

 以上でございます。  
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【議長】  いずれ東京都のほうから説明があってから、また府中

のほうに持ってくるということですね。それからでどうでしょう

か。よろしいですか。  

 ほかにございませんか。  

（「なし」の声）  

【議長】  なければ、報告事項の２、府中都市計画道路３・２・

２の２号東京八王子線の建設事業について、報告了承とさせてい

ただいてよろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声）  

【議長】  ありがとうございます。報告了承といたします。  

 次に、日程第４、その他でございますが、事務局のほうから何

かございましたら、よろしくお願いします。  

【青木地域まちづくり担当主幹】  事務局から、次回の本審議会

の開催日程について、お知らせをさせていただきます。次回です

が、来年の２月４日を予定しておりますので、よろしくお願いい

たします。  

 以上でございます。  

【議長】  それ一つだけですか。ほかには無いですか。  

 ほかに委員さんのほうから何かございませんか。はい、○○委

員さん。  

【委員】  お願い事項なのですけれども、マンション建設に伴う

業者の近隣住民に対する説明会に関するお願いなのですけれども、

業者は設計段階において、いわゆるまちづくり条例とか、まちづ

くり配慮指針にどのぐらい考慮したのか、考慮できなかったのか

ということを、冒頭の説明会の席上において説明するように、よ
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り一層指導して、義務づける程度にしていただきたいと。  

 というのは、そのことによって、マンション業者に対して条例

とか配慮指針の周知徹底が図れるとともに、その後の説明会が円

滑に進んでいくというふうに思われます。そういうことをお願い

します。  

 なぜそういうことを言うかといいますと、私の自宅の近くにマ

ンションができて、地域の方から、お前は都市計画審議会の委員

になったのだから、その説明会とか折衝の過程を客観的に見てく

れというような話がありました。  

 現在の段階は、まだ住民と業者と話し合いの最中なのですけれ

ども、そこで２点感じたのは、府中市の事務局の方々が大変ご尽

力いただいているということは、大変よくわかりました。しかし

ながら、一方で業者の方は、業者といっても１業者で１担当者の

ことですから、一般化することはできないのですけれども、条例

とか配慮指針に対して、非常に軽んじている感じがいたします。  

 皆さん、ご案内のように、条例では、市と市民と業者が協働し

て、よりよいまちづくりを実現させていくというふうにあります

し、配慮指針では、法令上整合しているだけではなくて、地域特

性を最大限に生かせということが書いてありますので、ぜひマン

ション業者に対して、地域住民に説明するときには、条例とか配

慮指針にどういうふうに考慮したか、なぜ考慮できなかったかと

いうことを説明するように、ぜひご指導願いたい。  

 これはお願いです。ですから、回答は不要でございます。  

【議長】  お願いですね。将来方向に向けて、もうできてしまっ

たものはしようがないですね。これからについてですね。おっし
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ゃるとおりだと思います。  

 ほかになければ、これで終わりたいと思いますが、よろしいで

しょうか。  

（「はい」の声）  

【議長】  大変長時間ありがとうございました。  

 今後ともよろしくお願いいたします。  

午後３時３５分閉会  
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以上、会議のてん末を記載してその相違ないことを証するため、

ここに署名する。  

 

 

議   長   ○  ○  ○  ○  

 

 

委   員   ○  ○  ○  ○  

 

 

委   員   ○  ○  ○  ○  

 

 47


